
⾼⽊仁三郎市⺠科学基⾦

「市⺠科学」 公開フォーラム

いま、水の安全を

どう守るか
―― ネオニコチノイド農薬／PFAS に関わる

⾼⽊基⾦の助成研究から考える

2023年 10月 15日(日) 10:00〜16:30

全水道会館 大会議室＋オンライン

ただいまクラウド
ファンディング
実施中です︕

⾼⽊基⾦の 2023年度

助成事業へのご支援を

よろしくお願いいたします。

第１部︓映像から学ぶ（会場のみ・オンライン配信は⾏いません） ――――――― 10：00～12：00

・「静かな汚染、ネオニコチノイド ―浸透性農薬は〈いのち〉に何をもたらすのか︖」
アジア太平洋資料センター制作／2022年／40分

・「命ぬ⽔〜映し出された沖縄の 50年〜」
琉球朝日放送制作／2022 年／70分、2023年度(第 66回)、JCJ（日本ジャーナリスト会議）賞 受賞

第２部︓実践的な取り組みから考える ――――――――――――― 13：00～14：30

・「東京の水を守る取り組みを振り返る」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 資料 p. 5～12

寺田 良⼀（明治⼤学名誉教授）

・「水道水のネオニコチノイド濃度の全国調査」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.13～33

山室 真澄（東京⼤学新領域創成科学研究科教授）★2022年度⾼⽊基⾦助成研究

・「市⺠による PFAS調査のための化学分析基盤の構築」 ・・・・・・・・・・・・・・・ p.34～54

原田 浩二（京都大学医学研究科准教授） ★2023年度⾼⽊基⾦助成研究

第３部︓ディスカッション ――――――――――――――――――― 14：45～16：30

パネリスト︓山室 真澄／原田 浩二／寺田 良⼀／中下 裕子

司 会︓菅波 完（⾼⽊仁三郎市⺠科学基⾦事務局⻑）

■主催 特定⾮営利活動法⼈⾼⽊仁三郎市⺠科学基⾦ http://www.takagifund.org

〒160-0008東京都新宿区四谷三栄町 16-16 iTEX ビル 3F

E-MAIL info@takagifund.org TEL 03-6709-8083

■後援 特定⾮営利活動法⼈アジア太平洋資料センター（PARC）

一般財団法人全水道会館 水情報センター

きれいな水といのちを守る全国連絡会



このフォーラムのねらい

高木仁三郎市民科学基金（高木基金）は、高木仁三郎（1938-2000）の遺志に基づいて 2001 年

に設立され、仁三郎が目指した「市民科学」の考え方に基づいて、現代の科学技術や社会政策の

負の側面に焦点をあてた調査研究活動への助成を行ってきました。設立からの23年間の助成実績

は、国内およびアジアの個人・グループに対して合計 459 件、助成総額は 2 億 4308 万円となり

ました。これまでの助成事業の原資は、すべて高木基金の趣旨に賛同し、支援してくださる一般

の市民からの会費や寄付で賄われてきました。

このフォーラムでは、高木基金の最近の助成研究から、「水の安全」に関わる先駆的かつ実践

的な取り組みとして、ネオニコチノイド農薬と PFAS（有機フッ素化合物）に関わる研究を取り

上げ、深刻化する水の汚染の問題を私たちがどのように考え、対処していくべきかを考えたいと

思います。

午前の第１部では、ネオニコチノイド農薬と PFAS の問題をテーマとした２本の映像作品を

上映します。午後の第２部では、「水の安全」を守るための実践的な取り組みの事例を紹介しま

す。この中で、高木基金の助成先である山室真澄さんと原田浩二さんに発表していただきます。

第３部は、パネリストとして中下裕子さん、藤原寿和さんにも加わっていただき、会場・オンラ

インで参加のみなさんからの質問に応え、これから必要な取り組みなどについて、さらに議論を

深めたいと考えています。

限られた時間ですが、有意義な議論と交流の場にしたいと考えています。関心をお持ちの多く

の方の積極的なご参加を期待しています。

高木仁三郎市民科学基金 事務局長 菅波 完

発表者・パネリストのプロフィール

寺田 良一（てらだ りょういち）

明治大学名誉教授(環境社会学)。特定非営利活動法人有害化学物質削減ネットワーク(T ウォッチ)副理事長。
研究テーマは、環境正義論、環境リスク社会論。佐賀大学在任中に水田除草剤 CNP の汚染調査、都留文科
大学在任中に多摩地域の地下水水道水源の有機溶剤汚染問題に関わり、その後、PRTR 情報を市民に広める
T ウォッチの活動に参加してきた。高木仁三郎市民科学基金理事。

山室 真澄（やまむろ ますみ）

東京大学新領域創成科学研究科教授。農薬が水環境に与える影響について 20 年以上研究を続けてきた。
2001 年に公表した論文で、当時問題になっていた猛毒のダイオキシンの水圏での蓄積について、燃焼起源
よりはるかに水田用除草剤（CNP・PCP）起源が多く、それらの除草剤が禁止になっても環境に放出され
続けていることを明らかにした。2019 年には、宍道湖ではネオニコチノイドによって節足動物が減少する
ことで、それらを餌とする有用魚類（ワカサギ・ウナギ）の漁獲量が激減したことを発表し、世界的に評価
された。これらの成果を一般向けに解説した書籍を出版してきた。

原田 浩二（はらだ こうじ）

京都大学薬学部卒業。2007 年に京都大学博士（社会健康医学）。同年、京都大学大学院医学研究科助教に
採用。2009 年に准教授に昇任し、現在に至る。2023 年、環境省 PFAS に対する総合戦略検討専門家会議委
員に任命される。2002年から京都大学の小泉昭夫教授（現名誉教授）の研究室でPFASの環境調査、バイオ
モニタリング、化学分析法の開発に携わってきた。近年、沖縄県や東京・多摩地区、大阪など各地の PFAS
汚染地域での調査に取り組む。

中下 裕子（なかした ゆうこ）

京都大学法学部卒業。1979 年より弁護士。コルボーンら著『奪われし未来』（翔泳社）を読み、化学物質が
生体のホルモンをかく乱し、子どもの発達・健康に重大な影響を及ぼしかねないことを知り、1998 年に
158 名の女性弁護士、50 名の学際的専門家とともに、予防原則に基づく有効な対策の提言活動を行うことを
目的とする「ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議」を設立し、事務局長に就任。2017 年からは代表を
務め、現在に至る。高木仁三郎市民科学基金監事。

藤原 寿和（ふじわら としかず） ※ パネリストとしてご参加の予定でしたが、やむを得ない事情でご欠席となりました。

早稲田大学理工学部応用化学科卒業後、東京都職員として 40年間、環境公害産業保安行政に携わる。廃棄物
処分場問題全国ネットワーク、止めよう！ダイオキシン汚染・東日本ネットワーク、有害化学物質削減ネッ
トワーク、化学物質問題市民研究会、ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議、日台油症情報センターな
どで活動。幼少期に広島で育ち、原爆の放射能汚染の酷さを知ったことが活動の原点。福島原発事故が起き
てからは、原発問題と化学物質による水汚染や大気汚染と健康被害をなくすことをライフワークとしている。
⾼⽊仁三郎市⺠科学基⾦顧問。



岩波書店『科学』1999 年 3 月号（創刊 800 号）巻頭言

市民の不安を共有する

高木仁三郎（原子力資料情報室）

ダイオキシンや PCB，“環境ホルモン”（分泌撹乱化学物質）が，毎日のように報道をにぎわせている．

伝えられるダイオキシンの汚染値など，目を疑うような高さである．さらに，地球温暖化，産業廃棄物や

放射性廃棄物の問題などが，地上の生命の未来にたちはだかり，人々の心を痛めている．一方で，薬害

HIV問題，委託研究をめぐる贈賄問題など，研究者個人の倫理を問われるような問題も多い．私の関係す

る原子力分野では，事故隠し，データ捏造・改ざんが現在に至るもあいついでいる．

街に出てみよう．“子どもたちの未来はどうなるの．科学者たちはどう考えているのだろう”という，大

いなる不安と多分に科学への不信を含んだ声に出会うだろう．このとき，“それは行政や倫理の問題で，

科学や科学者に責任はない”と，問題を避けようとしても，“科学者たちは社会の期待に応えていない”と

いう声を打ち消すのはむずかしい．“科学の転換”が今日多く叫ばれるが，私は科学者個々人のあり方の転

換が問われていると思う．

難題をもち出したようだが，実は転換はすでに確実に進行している．巨大な予算を使って研究をおこな

う大学や国立研究所ばかりが科学の主要な担い手と思われていた時代から，これまでマージナルとされ，

科学者や専門家として扱われてこなかったような研究者や活動家，さらには非専門の市民が，この転換に

大きな役割を果たしている．この間のダイオキシン汚染の問題をみてみよう．告発の主体になっているの

は市民（住民）であり，市民が専門家を動かして測定やデータ公開を促している．地方自治体やその周辺

で活動する地域の専門家の果たしている役割も大きい．内分泌撹乱化学物質の問題で，“警世の書”といわ

れ，世界的なベストセラーとなった‘奪われし未来’（原題は，Our Stolen Future (1996)）の著者は，NGO

に属する人々である．フロンや地球気候変動の問題なども，今日のように国際的な科学的問題となり，国

際条約による化学物質の排出規制にまで発展しえたのは，NGO の精力的な活動によるといっても過言で

はない．

私はなにも，NGO 賛美をするつもりはない．しかし，科学者が科学者たりうるのは，本来社会がその

時代時代で科学という営みに託した期待に応えようとする努力によってであろう．高度に制度化された研

究システムの下ではみえにくくなっているが，社会と科学者の間には本来このような暗黙の契約関係が成

り立っているとみるべきだ．としたら，科学者たちは，まず，市民の不安を共有するところから始めるべ

きだ．そうでなくては，たとえいかに理科教育に工夫を施してみても，若者たちの“理科離れ”はいっそう

進み，社会（市民）の支持を失った科学は活力を失うであろう．

厳しいことを書いたようだが，私はいまが科学の大きな転換のチャンスであり，市民の不信や不安は，

期待の裏返しだから，大きな支持の力に転じうるものだ，と考える．社会と科学の関係は，今後もっと多

様化するだろう．科学者と市民が直接手を取り合って，社会的課題に取り組むというケースも増えてくる

だろう．

科学のあり方の新しい可能性を切り開く作業への挑戦を，とくに若い科学者やこれから科学を志す人た

ちに期待したい．

高木仁三郎の主な著作 岩波新書 『市民科学者として生きる』★本日会場販売あり

講談社学術文庫 『市民の科学』★本日会場販売あり

岩波科学文庫 『高木仁三郎セレクション』

白水社 『いま自然をどう見るか』（新装版）
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高木仁三郎市民科学基金 「市民科学」 公開フォーラム 「 いま、水の安全をどう守るか 」

第１部：映像から考える

上映作品 『 命ぬ水～映し出された沖縄の 50年～ 』（2022 年、琉球朝日放送）の

共同ディレクターである島袋夏子さんから、今回のフォーラムへのメッセージをいた

だきましたので紹介いたします。

この作品は、日本ジャーナリスト会議（JCJ）の 2023 年度（第 66回）JCJ賞を受賞

するなど、高い評価を得ている作品です。

今回のフォーラムにオンラインで参加の方など、この映像をまだご覧になっていな

い方は、琉球朝日放送の YouTube チャンネルで公開されていますので、ぜひそちらで

ご覧ください。→ https://youtu.be/R2xzKpYCElI

本日は「命ぬ水」（ぬちぬみじ）をご覧いただき、ありがとうございます。

琉球朝日放送は、フリージャーナリストのジョン・ミッチェルさんとともに、

2011 年からアメリカ軍による環境汚染問題について調査報道を続けてきま

した。

こうしたなか、2016 年に明らかになったのが、PFAS による水源汚染です。

目には見えない、匂いも味もない PFAS が飲料水となる水源にいつから入り

込んでいたのか、沖縄の人たちの健康にどんな影響を及ぼしていたのか、

まだ多くのことがわかっていません。わかっているのは、この問題が将来に

わたって影響すること、沖縄の人たちが先祖代々大切にしてきた地下水が

そのままでは使えなくなってしまうことです。

PFAS による水源汚染は沖縄だけでなく、全国、そして世界中で明らかにな

っています。市民や研究者、ジャーナリストが力を合わせて、この問題につ

いて抜本的な対策がとれるように取り組んでいけたらと思います。

島 袋 夏 子（琉球朝日放送）
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(Saito et al., AECT 2003; J Occup Health 2004)

(Harada et al., BECT 2003)

A-I PFOS 10 ng/L M-W 36 157 ng/L
43 50 ng/L
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•

•

•

A5
WWTP
Effluent discharge site

Loc PFOA PFOS
(n /L) (n /L)

Ai river WWTP

A1 19400 11.7
A2 24080 9.1
A3 39500 8.3
A4 42950 6.1
A5 67000 13.0
A6 124 1.9
A7 76.0 1.8
A8 3750 20.2

(Saito et al., J Occup Health 2004)3838
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Emerging chemical risks in Europe — PFAS — European Environment Agency

Sources: US National Toxicology Program, (2016); C8 Health Project Reports, (2012); WHO
IARC, (2017); Barry et al., (2013); Fenton et al., (2009); and White et al., (2011).

•

https://web.northeastern.edu/protect/assets/1-Savitz-PFOA-C8-Science-Panel-Study-and-Updates.pdf4040



PFOA ”Probable”

•
•
•
•
•
•

• Not probable links
Birth Defects
Miscarriage and stillbirths
Preterm birth and low birth
weight
Diabetes
Infectious Disease
Neurodevelopmental Disorders
in Children
Respiratory Disease
Stroke
etc.

https://web.northeastern.edu/protect/assets/1-Savitz-PFOA-C8-Science-Panel-Study-and-Updates.pdf
https://odh.ohio.gov/wps/wcm/connect/gov/fed40469-87ee-40d7-8366-
6174becdf76f/C8sciencepanel.pdf?MOD=AJPERES&CONVERT_TO=url&CACHEID=ROOTWORKSPACE.Z18_M1HGGIK0N0JO00QO9DDDDM3000-fed40469-87ee-
40d7-8366-6174becdf76f-mjNegE7

•

•
•
•
•
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HP

PFAS

https://www.ewg.org/research/mapping-pfas-chemical-contamination-206-us-military-sites

2017 401 90
2021 687 PFAS
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https://ryukyushimpo.jp/news/entry-1555603.html

PFOS

4444



https://ryukyushimpo.jp/news/entry-1664113.html

HBM-II
PFOS 20 ng/mL PFOA 10 ng/mL 2019

2022 8
7 PFAS PFOS, PFHxS, PFOA, PFNA, PFDA, PFUnDA, MeFOSAA
20 ng/mL
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2022 12 25

PFOS PFOA
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https://www.tokyo-np.co.jp/article/2499854848
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(ご参考：高木仁三郎市民科学基金 役員・事務局一覧)

● 理事会

代表理事 河合 弘之 弁護士、さくら共同法律事務所 所長

代表理事 高木 久仁子

理事 鈴木 譲 元 東京大学大学院農学生命科学研究科 教授

理事 竹本 徳子 元 国際 NGO ナチュラル・ステップ・ジャパン 代表

理事 寺田 良一 明治大学名誉教授

理事 永田 浩三 ジャーナリスト、武蔵大学社会学部 教授

理事 平川 秀幸 大阪大学 CO デザイン・センター 教授

理事 藤井 石根 明治大学 名誉教授

理事 細川 弘明 京都精華大学名誉教授、原子力市民委員会 事務局

理事 吉森 弘子 元 生活協同組合パルシステム東京 理事長

理事 菅波 完 高木基金 事務局長

理事 村上 正子 原子力市民委員会 事務局長

監事 中下 裕子 弁護士、ダイオキシン環境ホルモン対策国民会議 代表理事

監事 濱口 博史 弁護士、濱口博史弁護士事務所

● 選考委員 (五十音順)

安藤 直子 氏 東洋大学理工学部応用化学科 教授

宇田 和子 氏 明治大学文学部 准教授

佐藤 秀樹 氏 江戸川大学社会学部 専任講師

玉山 ともよ 氏 有機農業、丹波篠山市原子力災害対策検討委員

● 顧問（順不同）

小野 有五 氏 高木基金 2002～2007 年度 選考委員

北星学園大学経済学部教授、北海道大学名誉教授

長谷川 公一 氏 高木基金 2006～2011 年度 選考委員

尚絅学院大学大学院特任教授､東北大学名誉教授

大沼 淳一 氏 高木基金 2007～2012 年度 選考委員

元 愛知県環境調査センター 主任研究員

藤原 寿和 氏 高木基金 2007～2012 年度 選考委員

化学物質問題市民研究会代表

貴田 晶子 氏 高木基金 2012～2015 年度 選考委員

高木基金 愛媛大学農学部環境計測学研究室 客員教授

福山 真劫 氏 高木基金 2003 年 2 月～2016 年 5 月 理事

フォーラム平和・人権・環境 代表

堺 信幸 氏 高木基金 2001 年 9 月～2015 年 6 月 理事、2015 年 6 月～

2019 年 6 月 監事 元岩波書店 編集者

上田 昌文 氏 高木基金 2013 年度～2018 年度 選考委員

特定非営利活動法人市民科学研究室 代表

大久保 規子 氏 高木基金 2013 年度～2018 年度 選考委員

大阪大学大学院法学研究科 教授

嶋津 暉之 氏 2005 年 12 月～2022 年 5 月 高木基金理事

水源開発問題全国連絡会 共同代表

小澤 祥司 氏 環境ジャーナリスト、飯舘村放射能エコロジー研究会 共同世話人

2015 年度～2020 年度 高木基金選考委員

関 礼子 氏 立教大学社会学部現代文化学科 教授

2016 年度～2021 年度 高木基金選考委員

原田 泰 氏 特定非営利活動法人霞ヶ浦アカデミー 理事

2017 年度～2022 年度 高木基金選考委員

● 事務局

菅波 完 事務局長、国内担当プログラムオフィサー

村上 正子 アジア担当プログラムオフィサー、原子力市民委員会 事務局長

山本 恭子 総務・経理担当



高木基金の助成金は、会員や寄付者の皆様からのご支援に

支えられています。ぜひ高木基金の会員になって、将来の

「市民科学者」を応援して下さい。

維持会員会費 年間 10,000 円

賛助会員会費 年間 3,000 円

ご寄付の金額は、おいくらでも結構です。

会費・寄付の振込口座（郵便振替）

口座番号 00140-6-603393

加入者名 高木仁三郎市民科学基金

※ 銀行からの送金の場合

ゆうちょ銀行 ０１９店 当座 0603393

高木基金は、東京都の承認を受けた認定 NPO 法人です。

高木基金へのご支援（維持会費・賛助会費・寄付）は、

寄附金控除等の税制優遇の対象となります。


